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はじめに



トピック:

『Salesforce Cloud Adapter構成ウィザードの使用』では、Salesforceクラウド・アダプタの構成を順を追って説明する、「アダプタ構成ウィザード」のページについて説明します。




	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティ


	
関連リソース


	
表記規則







対象読者


『Salesforce Cloud Adapter構成ウィザードの使用』は、Salesforceクラウド・アダプタを使用するアプリケーションを作成、デプロイ、テストおよび監視するユーザーを対象にしています。






ドキュメントのアクセシビリティ


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。








関連リソース


詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
『Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発』


	
Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理


	
Oracle Service Busの管理


	
テクノロジ・アダプタの理解









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 Salesforceクラウドのプロパティの構成


Salesforce Cloudアダプタを使用するとSalesforce Cloudアプリケーションとの統合を作成できます。

次の各項では、Salesforceクラウドを統合内にターゲットとして構成する方法について説明します。Salesforceクラウドを統合内にソースとして構成することはできません。


トピック

	
基本情報のプロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキー・プロパティの構成


	
Salesforceクラウド・ターゲットの操作プロパティの構成


	
Salesforceクラウド・ターゲットのヘッダーのプロパティの構成


	
「サマリー」ページの構成値の確認













基本情報プロパティの構成


統合内の各ソースおよびターゲットの「基本情報」ページに名前および説明を入力できます。


トピック

	
「基本情報」ページでできること


	
「基本情報」ページの表示内容









「基本情報」ページでできること


ソースまたはターゲットの「基本情報」ページで次の値を指定できます。「基本情報」ページは最初のウィザード・ページで、コネクタをソースまたはターゲット領域にドラッグすると表示されます。

	意味のある名前を指定します。
	職責の説明を指定します。







「基本情報」ページの表示内容


次の表では、「基本情報」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
接続にどのような名前を付けますか。

	
他の人が接続を理解できるような意味のある名前を入力してください。たとえば、ソースOracle RightNow Cloud接続を作成している場合、RightNowInboundDirectionという名前を付けることができます)。名前には、英語のアルファベット文字、数字、アンダースコアおよびダッシュを使用できます。次のものは使用できません。
	
空白文字(My RightNow Connectionなど)


	
特殊文字(#;83&またはrigh(t)now4など)


	
マルチバイト文字







	
この接続は何をするものですか。

	
必要に応じて、接続の職責の説明を入力します。例: この接続はインバウンド・リクエストを受信し、Oracle Sales Cloudとアカウント情報を同期化します。

















Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキー・プロパティの構成


統合のOracle Cloudアダプタ構成接続および資格証明ストア・フレームワーク(CSF)キー値を入力します。


トピック

	
Oracle Cloudアダプタの「接続」ページでできること

Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの表示内容


	
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページでできること


	
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの表示内容









Oracle Cloudアダプタの「接続」ページでできること


Oracle Cloudアダプタに次の接続値を指定できます。

	アダプタのWSDL URLを指定します。Oracle Eloqua Cloudアダプタを構成している場合、WSDLは必要ありません。
	セキュリティ・ポリシーを指定します。
	認証キーを作成します。一方向で作成されたキー(アウトバウンドなど)は他の方向(インバウンドなど)でも選択できます。







Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの表示内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
WSDL URL

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合は表示されません。

WSDLを指定します。WSDLはインスタンスに固有の統合を構築するのに使用されます。「WSDL URL」フィールドの横の参照アイコンを選択することで、WSDLをファイル・システムまたは別のソースから選択することもできます。ダイアログの上部の「ファイルシステム」をクリックして、WSDLを参照します。


	
セキュリティ・ポリシー

	
環境に応じたセキュリティ・ポリシーを選択します(USERNAME_PASSWORD_TOKENなど)。

	
ウィザードには、適用できないものも含め、すべてのポリシーが表示されます。正しい選択を行うには、ポリシーに関する知識が必要です。たとえば、アイデンティティは伝播されないので、SAMLベースのポリシーは選択できません。


	
クラウド・アダプタに適用するポリシーは、クラウド・アダプタに一意で、コンポジット内の他のエンドポイントには影響を与えません。





	
認証キー

	
CSF認証キーを選択します。

	
追加: クリックして新しい認証キーを作成します。キー名、ユーザー名とパスワードを指定する必要があります。アプリケーションを正常にデプロイおよび管理するには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlにこれらの同じ値を指定する必要があります。


	
編集: クリックして認証キーを編集します。


	
削除: クリックして認証キーを削除します。





	
テスト

	
クリックして認証キーを検証します。













Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページでできること


Oracle Cloudアダプタに次のCSFキー値を指定できます。

	CSFキー名
	Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合のみ会社名。
	ユーザー名およびパスワード







Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの表示内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
CSFキー名

	
資格証明のランタイム・インジェクションを有効にするCSFキーを指定します。アダプタはCSFを使用してアプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle HCMアプリケーションなど)での認証に必要なユーザー名およびパスワードを取得します。このキーは設計時にログイン資格証明を識別します。アプリケーションを正常にデプロイおよび管理するには、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlにこれらの同じ値を指定する必要があります。手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイド』を参照してください。


	
会社名

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合のみ表示されます。

Oracle Eloqua会社名を指定します。


	
ユーザー名

	
アプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle HCMアプリケーションなど)に接続するためのユーザー名を入力します。管理者からユーザー資格証明が与えられます。


	
パスワード

	
アプリケーションに接続するためのパスワードを入力します。


	
パスワードの再入力

	
再度同じパスワードを入力します。

















Salesforceクラウド・ターゲットの操作プロパティの構成


統合に対するSalesforceクラウド・ターゲットの操作値を入力します。


トピック

	
Salesforceターゲットの「操作」ページでできること


	
Salesforceターゲットの「操作」ページの表示内容









Salesforceクラウド・ターゲットの「操作」ページでできること


Salesforceクラウドに対し、次のターゲットの操作値を構成できます。

	次の操作タイプのいずれかを選択します。
	CRUD
	Salesforce Object Query Language (SOQL)またはSalesforce Object Search Language (SOSL)問合せ



	ビジネス・オブジェクトを選択します。
	SOQL/SOSL問合せを指定します。







Salesforceターゲットの「操作」ページの表示内容


次の表では、Salesforceクラウド・ターゲットの「操作」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
操作タイプの選択

	
実行する操作のタイプを選択します。

	
CORE: Salesforceアプリケーションでサポートされるすべてのコア・アプリケーションを表します。


	
CRUD: Salesforceビジネス・オブジェクトで実行する、作成、読取り、更新、削除または破棄操作を表します。各文字は、標準のSQL文、HTTPメソッドまたはDDS操作にマップされます。実行するCRUD操作を選択します: 「作成」、「削除」、「取得」または「更新」。


	
MISC: Salesforceアプリケーションの特別なタスク操作(現在のセッションに関連するユーザー情報のフェッチなど)のセットを表します。


	
SOSL/SOQL: Salesforce Object Query Language (SOQL)またはSalesforce Object Search Language (SOSL)問合せを入力して、Salesforceアプリケーションで実行するリクエストとして送信する場合に選択します。使用できる操作は次のとおりです。

	
問合せ: 特定の条件に対する問合せを実行し、その条件に一致するデータを返します。自分のSalesforceアプリケーション・アカウントから削除されていないレコードだけが返されます。


	
queryAll: ごみ箱にある削除されたレコードも含めて、「問合せ」操作と同じデータを返します。


	
検索: Salesforceアプリケーションからレコードを返します。検索操作への入力として検索文字列を動的に指定するバインディング・パラメータを指定できます。




このオプションを選択すると、ページがリフレッシュされて、検証用に送信するSOQLまたはSOSL問合せを入力するフィールドが表示されます。

	
問合せ文: 有効な問合せ文を入力します。SOQL文はcountメソッド問合せに対しsObjectsのリスト、単一sObjectまたは整数を評価します。


“SELECT Id FROM Contact WHERE Name LIKE 'A%' AND MailingCity = 'California'”


または


SELECT COUNT() FROM Contact


SOSL文はsObjectsのリストを評価し、各リストには特定のsObjectタイプの検索結果が含まれます。次に例を示します。


“SELECT a.name, a.id, a.accountNumber, c.name from Contact c, c.Account”


	
バインディング・パラメータ: 特定の問合せに含まれるパラメータを表示します。たとえば、orgIdは次の問合せのパラメータです。


SELECT a.name, a.id, a.accountNumber, c.name from Contact c, c.Account a WHERE a.name = "&orgId"  


この問合せはバインディング・パラメータのテキスト・ボックスを表示し、そこにorgIdのテスト値を入力します。


	
「問合せのテスト」。クリックしてSalesforceアプリケーションに対する問合せを検証します。問合せ結果が表示されます。エラーが発生したら、問合せの修正方法についての結果を受信します。








	
オブジェクト名でフィルタリング

	
1文字目を入力してビジネス・オブジェクトの表示をフィルタリングします。フィルタ・タイプを選択することもできます。
	
すべて: すべてのオブジェクトを表示します。


	
カスタム: 作成したオブジェクトを表示します。カスタム・ビジネス・オブジェクトには“_c”が追加されます。


	
標準: Salesforceアプリケーションの一部として提供されるビジネス・オブジェクト。







	
ビジネス・オブジェクトの選択

	
操作に含める単一または複数のビジネス・オブジェクトを選択します。1つの操作に対して最大10個のオブジェクトを選択できます。

















Salesforceクラウド・ターゲットのヘッダーのプロパティの構成


統合に対するSalesforceクラウド・ターゲットのヘッダー値を入力します。


トピック

	
Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページでできること


	
Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページの表示内容









Salesforceクラウド・ターゲットの「ヘッダー」ページでできること


Salesforceクラウドに対し、ターゲットのヘッダー・プロパティを構成できます。






Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページの表示内容


次の表では、Salesforceクラウド・ターゲットの「ヘッダー」ページの主な情報について説明します。


構成に使用できるヘッダーは、ターゲットの「操作」ページで選択した操作に基づきます。ヘッダーには2つのタイプがあります。
	
リクエスト・ヘッダーはリクエスト・メッセージとともにSalesforceアプリケーションに送信されます。


	
レスポンス・ヘッダーはレスポンス・メッセージとともにSalesforceアプリケーションから受信されます。




これらのヘッダー・プロパティの詳細は、www.salesforce.comにアクセスして、検索ユーティリティにプロパティの特定の名前を指定します。


	要素	説明
	
AllOrNoneHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
Salesforceアプリケーション操作に対するトランザクション動作を指定します。AllorNoneをtrueに設定する場合、Salesforceアプリケーションへのコールは、エラーなしで完了した場合にのみコミットされます。それ以外の場合は、ロール・バックされます。デフォルトの動作はエラーのない部分レコードのコミットです。


	
AllowFieldTruncationHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
次のフィールド(それぞれは文字列データ型)に対する切捨て動作を指定します。
	
anyType


	
email


	
picklist


	
encryptedstring


	
textarea


	
mulitpicklist


	
phone


	
string






allowFieldTruncationを次のいずれかの値に設定します。
	
True: 25文字の値を20文字のフィールドに入力する場合、最初の20レコードはフィールドに挿入され、トランザクションは成功します。


	
False: 25文字の値を20文字のフィールドに入力する場合、エラーがスローされ、トランザクションはコミットされません。





	
AssignmentRuleHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
アカウント、ケースまたはリードの作成または更新時に、使用する割当てルールを指定します。割当てルールはアクティブでも非アクティブでもかまいません。IDはAssignmentRuleオブジェクトの問合せにより取得されます。IDを指定した場合、useDefaultRule値を指定する必要はありません。


	
assignmentRuleId: 使用する割当てルールのID。IDが存在するのかどうか、Salesforceクラウド・アプリケーションにより検証されません。検証は実行時に行われます。


	
useDefaultRule: trueに設定した場合、デフォルトの(アクティブな)割当てルールが使用されます。falseに設定した場合、デフォルトの(アクティブな)割当てルールは使用されません。







	
EmailHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
通知電子メールを送信するかどうかを指定します。次のプロパティを設定できます。
	
triggerAutoResponseEmail

	
true: リードおよびケース用の自動レスポンス・ルールをトリガーします。


	
false: リードおよびケース用の自動レスポンス・ルールをトリガーしません。





	
triggerOtherEmail

	
true: 電子メールは組織外でトリガーされます。


	
false: 電子メールは組織外でトリガーされません。





	
triggerUserEmail

	
true: 電子メールはトリガーされて組織内のユーザーに送信されます。この電子メールは、ケースへのコメントの追加やタスクの更新などの多くのイベントによりトリガーされます。


	
false: 電子メールはトリガーされず組織内のユーザーに送信されません。










	
DebuggingHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
デバッグ・ログ・レベルを指定します。次のログ・レベルがサポートされます。
	
NONE (最も簡略)


	
DEBUGONLY


	
DB


	
PROFILING


	
CALLOUT


	
DETAIL (最も詳細)







	
MruHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
Salesforceアプリケーションは最も最近使用された(MRU)アイテムを表示します。APIバージョン7.0以降、リストは自身では更新されません。リストを更新するには、MruHeaderを使用します。このヘッダーの使用はパフォーマンスに悪い影響を与える可能性があります。updateMruを次のいずれかの値に設定します。
	
true: MRUアイテムのリストはSalesforceアプリケーションで更新されます。


	
false: 最も最近使用されたアイテムのリストはSalesforceアプリケーションで更新されません。







	
PackageVersionHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
インストール済パッケージのパッケージ・バージョンを指定します。パッケージ・バージョンはパッケージ内のコンポーネントを識別します。パッケージ・バージョンはmajorNumber.minorNumber.patchNumberという形式に従います(たとえば、3.4.5では、3がmajorNumber、4がminorNumberおよび5がpatchNumberを指します)。


	
QueryOptions (リクエスト・ヘッダー)

	
問合せのバッチ・サイズを指定します。デフォルト値は500、最小値は200、最大値は2000です。


	
DebuggingInfo (レスポンス・ヘッダー)

	
この情報は、debugLevelリクエスト・ヘッダーがリクエスト・ペイロードとともにSalesforceアプリケーションに送信される場合にのみ返されます。


	
LimitInfoHeader (レスポンス・ヘッダー)

	
組織の1日当たりのAPIコールの制限についての情報を指定します。
	
現行:

組織ですでに使用されているコール数。
	
制限:

指定された制限タイプの組織の制限。
	
タイプ:

ヘッダーAPI REQUESTSに指定された制限の情報のタイプ(組織のAPIコールの制限情報を含む)。




















「サマリー」ページの構成値の確認


「サマリー」ページで指定されたソースまたはターゲットのコネクタの構成値を確認できます。


トピック

	
「サマリー」ページでできること


	「サマリー」ページの表示内容







「サマリー」ページでできること


「サマリー」ページからソースまたはターゲットの接続の詳細を確認できます。「サマリー」ページは、構成の完了後の、各接続の最後のウィザード・ページです。

	ソースまたはターゲットに定義した構成の詳細を表示します。たとえば、インバウンドOracle RightNow Cloudソースをリクエスト・ビジネス・オブジェクトおよび即時レスポンス・ビジネス・オブジェクトを使用して定義した場合、この構成に関する特定の詳細が「サマリー」ページに表示されます。
	構成の詳細を保存する場合は、「終了」をクリックします。
	左側のパネルの特定のタブをクリックして、構成の定義を更新します。







「サマリー」ページの表示内容


次の表では、「サマリー」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
サマリー

	
ウィザードの前のページで定義したソースまたはターゲットの構成値のサマリーを表示します。前のページに戻って値を更新するには、左側のパネルの適切なタブをクリックします。
















Oracle Legal Notices

Copyright Notice

Copyright © 1994-2015, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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